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Abstract

The writer co工1ducted a seriesof foundamentalstudiesonthe‥Homogen"treat-

ment which haslongbeeninusefortheplatingofironvesselsforchemicaluseto

protectthemfromcorrossionandthefollowingaretheresultsobtained･

(1)Betterresults areobtainablebytheintermediate platingwhichemploys some

medium metals such as solder,tin and zinc･

(2)Asthechemicalforthesolutiontoheusedintheprocess,ZnC12fits wellthe

purposewhenmedium metals suchassolderandtinplateareused,butwhen

thetreatmentistobedone on the galvanizedsurface or directly on thebare

steelsurface,SnC12alldNH4CIshouldbeaddedforthebetterresults･

し3)Beforeplatingtllemediummetal,thesteelsurfaceshouldbewashedperfectly

with acid.

(4〕Foragoodsolderingortinplatingachievement,thepreheatingatthetempera-

ture of about234-2500C should be applied.

(5)Thepreheatingisobviouslyeffectiveforthegoodresultofdirectplating,and

themostappropriatetemperaturerangeissameastheabove･

(6)TheincreaseofimpuritiesintheleaddLuetOplatinghasratherlittleinfluence,

while thedefects such as pinholes
are considered more vitalto the corrosion

resistance of the Homogen-treated steels･
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銅板

言

耐蝕性を保たしめる上川勺でしばしば

鈴のl勺張を行うことがあるL これほ鉛板を内張熔接する

域ナナもあるが､ガス人情により斜塔接棒を直接鋼板へ熔

して鉛被する-･般にホモ←ヂンと称せられている方法

もある∴本研究で坂根わんとしているものは後 の方法

であって､鉛板内掛こ比較Lて振動荷重によく耐え又耐

蝕性の上からもノ勘l]されているものである･_

ホモ←ナンは古くから行われていた作業であるが､そ

の鋼板との接着機構､接着威さを左石する因子ノ之び具体

的作業方位などに関して説明されている文献はあまり見

当らない｡璃 麦の一分野を占めながら比較的研究未開凧

なこの問題に就いて､今回機会を得て∴､三の実験を
*

日立製作所笠戸工場

みることが出来たのでその結果を紹介し､硫酸溶液など

に対し他の追随を許さない優れた耐蝕性を右する鉛の利

rHに就いて参考肇料を供せんとする次第である二

しⅠⅠ〕研究計画の概要

(1′)ホモーゲンによる鋼額と鉛の接着機構

に対する者蛮

ホモーゲンとは鋼板製容器の腐蝕性溶液と接する内面

_全体に適当な厚さ(＼普通ほ2～3In町)だけ､ガス熔接用
吹管その他適当な加熱装置を用いて熔融した紛を接着す

る方法であるから､鎖材に鉛を用いること､熔融鎖層の

厚さが大で著しく広範な鋼板上に接着する等の特異性は

あるが､接着の機構そのものほ普通の鎖接と同一-･である

と考えられる｡



1364 旺巨利28年9月

第1表 釘｢の化学組成

成分(~%~)
Pt) Cu SbSn

二三吏
lTl 論 第35を 第9号

Tablel.ChemicalComposition of Lead

Zn Bi As Fe

Ⅰ)b

稗 別

99.95 0.015 0.0042

鎖接の機構に関してほ一書

0.0024

柘の説がなされているが､岡

FI]博士(1)は｢鎖を接合せんとする金属の間隙に釣流し､

化学的結合力と物王削勺粘着力とによりて接合せLむる方

法を鎖按と言う｣と定 せられ､大西博士判はこの物理

的粘着力を地金と鎖との｢なじみ_jとしで説明されてい

る一案際作業にあたってはこの考え方が最も適切である

と考えられるが､この場合考慮しなければならぬ間裡と

して次の如き点があげられる.‥.

(′1､)被鎖接材 面の清浄

(~2〕一等 剤 の 種 驚i

(~3〕鎖材の液状化の促進

｢4〕錬 材 の 柁 類

未研究の場合 材は鉛に限定されている_ 而して鉛ほ

それ自身の有している性質から鉄とほ極めてなじみ難い

ものであるから､完全な接着を碍ようとするにはなじみ

を促進するあらゆる手段が講ぜられなければならない【

即ち(1う(~2_)は相関達してなじみを害する酸化被膜を除

去する威力なものを必墳とし､(3二､)項に関してほ銅板の

二〕1熱を行って鉛の凝固速度せ遅らせるなどの手段がとら

れねばならない_

しかしホモーケンの場合宜範な銅材去~由を清浄にして

異質金属同志の強力な接着を縛るためにほ､単に酸洗等

のみでその目的が達せられるとは′考えられない.｡この鮮

として従来如何なる方法が其体肌にとられてきたか

は明らかでないが､容特性圃こ薄く半円或いほ錫引きを

行い､しかる後ホモ←ゲンすることほ文献にも言フ之され

ている(l)しJこの場合薪†のなじみ促進のため母板を適当な

温度に予熱する方法を併用することば更i･こユ'土好な結果を

もたらすものと･考えられる｡

いま第1図の如く鋼板にニュlめ半田引きを行ってホモ【

ゲンする場合を-▲つの例としで考えてみる｢

との接着は呑易に比較的強固になし得ることほ知られ

ている 勿論この均でナでも鋼板表面の清浄は必賛である

玖 l- シヰ

弟1区】ホ モ ー

ゲ 温 明 図

Fif(･1･7Ixpl;1一一uti､▼e Sketc･h of ‥Homogen=

0.0045 0.0022 0.004 0.004

Cd

Tr

が､酸洗を完全に行いイ熱温度に注意すれほ良好な半日_Ⅰ

引きが可能なものと考えられる.｡次に半田と鉛とは比較

的なじみ易く又l~輌掛合金も容易に生成すると考えられる

けれども､熔融状態に放て表面張力大きくしかも半熔融

状態の存在しない純鎗ほ､なじみ仲梶性が′トさいからや

ほり鋼板のナ熱は覇要な閉演となるこ しかしこのように

勧善を要する問題は存在するが､媒介金属を介してのホ

モ∵一ケ'ンがそうでない場合に比較して遥かに容易な作業

となることが推察される.=､

以ヒ実験に先立ってホモトゲンによる鋼板と鉛の接着

機構に就いて二∴二÷考牢を下したカ㍉ 二の結果から今後

実験によって解明すべき問題がほヾ明らかになったもの

と考えられる._.

(_2_〕莫

前項に

験 項 目

た考察結果からケ後の実験によって解刷す

ベき諸点を次の如く産めた｡

1一 溶剤の連択

2･鋼板の 面処理並びに媒介金属の影響

3･ホモーゲン作 方法特拉鈍阪イ熱温度に明する実

.験
上･接点臆さ判定に関する各 紛‥実

5.†耐 蝕 性

以上の他にホモ←ゲンに用し､る鉛の組成も影響すると

ころ大きいと~考えられるが､現在人~｢l_得る第1表の如

き純度のヰ)のを開いることゝした二_.

HIl溶剤と媒介金属

r】J溶 剤

一一般に鉛等の卑金属ほ益気申で潤い酸化物に覆われて

おり､ 接温度では更にその酸化が促進される〔ノ ニの酔

化物を溶解除去Lて純金属同一長の接触を保たしぜ)るため

iこ浴剤が使用さjLる これに就いては比較祇文献も多い

ので∴､_ミの~jl備実験の 牡次の如き粗戊川合のもの2

穐を選んで実験を試みること_ゝ~L-たご.

浴+剤 A(ZnCl2.)30.0%
ソ蛸≠瀬

毒一≠さ剤 B √ZnC12_)20.0

(SnC12.) 6.5

しNl寸4Clノ

(Hリ()､､)

▲

､
-
-
-

5

′り

重 - ､
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溶剤Aほ一一般に鎖接では良くJ~Hいられているものであ

畑容剤Bほホモ←ナンの場合を特に考慮に入れて酸化物

の浴解髄大なるNH_‡Clノ之び底力な還元什溶剤たるSnClコ

を添加したものである｡.これら2種の溶剤それぞれの性

祇比較に就いて次~章二の各樺焉陥陪特こ~腔て述べる-

(_2)媒 介 金 属

先に述べた如く媒介金属を川いた場合のホモ1-ナンほ

比較的暦易に行われると考えらかるが､良好な媒介金属

を形蚊せしむるために影響するf

乗要なことである｡又媒介金

内子を究明することほ

とLて半円以外のものも

･考慮する必要があるノ こ㌧でそれらのノ捌こ就いて述べ

る_.

(A)半 田

使用したさ1三田は1)l)=5軋5%,Sn=37･5%組成のも〝)

である｡半田引きの方法ほ鋼板を適当な温度に加熱しノた

後浴剤を塗布し､その後ガスノミ←ナ{にて半mを滴下し

てブラ･リシで全面に伸ばしてゆく方法をとった｢実験は

100×100×9t軟鋼板を試験けとL､表面処理ほ酔溌Lた

ものと､サンドブラス1､したものとの2柁に就いで行つ

たJ光づ鋼板を-ナ熱姉こ入れてE｢)～350~■Cの各所定温眉

にチ熱し､浴剤は一冬i=ちZnC131)%水浴液を便≠した･-･

ニの結甘いこよるとj～熱温度150C以下で6･よ一!｣二田引き

~不可能で､ガスノミrナ←で愉軸された､l瑚は~l白二ちに凝固

してしまう..2000Cでは大体-･様に鋼板面を覆うが

ほ光i尺なく半円屑が0･05～0･1m-1- 棋度で悍く､23り～

25()｣Cに放て最も外観1一と好なるヤ間引きが可能となる_､

このときの厚さを重量測定法で求めた結果ほ∩･02mlll

であった..3川γ■C以上では再び同一-一一半円貴に対しての伸

展性が写ってくるようである〕

以上のことか〔-)鋼板予熱混度2(JU=C以卜では1■て閏が良

時間熔融状濯を作ち得ないためになじみが行良となり､

300~-C以上の岳混では ZnCl2が熔戸敵点近く加熱される

ため鋼板表t研こ初期に満願された酸化被膜と共に焼付き

状態になり､やほりなじみを肛害するものと~一考えられる.

これらの結リーさから230～25nlCの極めて′ト範P~8の温度に

放て毒をも良好な~l二田引きをなし得ることが竹iられた･-.実

験でほ第2図のようにして､熱 草札ノ対を圧いて予熱温度せ

測定し-たが､実際の作業に於-てはこの温度で ZnClヱ が

色､粘 共に折状となるから一熟練すればこれによつでlllj

定できる｡

Lかしながらこれらの結一県も鋼板蕗面け清浄度に極め

て影響され､サンドブラストのみでは術微小な酸化被膜

が残り､どのような混度に拾てもこの部分に､1-1田を接着

せし.めることは困 であった_ ■従ってか■ゝる欠陥を残し

たまゝホモ←ゲンを行えば当然二れにも大なる欠陥を生

ずると~考えられる･｡

し月｣娃憺槙型試験昆

亡‡二]

ぜ′rlト＼+≡
′二_._【.

】

/〝 _二___〃--｣ 〝♂ -

ノ～申r温良測定同乗順対挿入子L)

βj 良引■■試粍た

l
一+++十 jβ-†･〟~-

乙 婚†ミロ.~モjl強試験た

干ヨ迫紐鋳込引張訴願岸

節2区Ⅰ各碑詔こ騒ぎ 仁一 の 咋二状

Fig.2.Size of Test Piec亡S

以上の舘児を綜合すると､半田引きの場合最もその良

否に影響するものほ銅板表~面処理とr熱温度であるが､

面処玉里ほ酸洗を完今にして微少な でも残らぬよう除

去し､一子熱温度を230～25針■Cとすれば良好な結一県を得

ることが川

(B〕錫並びに曲鉛

媒介金属としで半田以外に高価ではあるが錫引きもL

ばLば恥､られる｡筒これらの他にホモ←ゲン作
､接

詰臆さ､耐蝕供の上に悪影響を7之ぼさないものとすオ`tば､

大なる寸法の銅板でも電気腰巻の可能な亜鉛せ用いれば

極めて有利である｡本所究でほこの両者に就十ても検討

を加えることゝした..
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錫引きに関する実験結果ほ党に述べた､F田と全く同じ

であって､唯鋼板とのなじみ性がや_ゝ大であった.二埴鉛

は電気鍍金を行ったが､これは鋼板を十分酸洗Lて行い

良好な結果を得た｡

以上媒介金属としで丁_三種をあげ､その鋼板との接着に

巨意しなければならぬ 点を実験結果によって述べた

これらの三榎はそれぞれホモーゲン接着力に美男をもた

らすがそれに就いては次苛二で述べる二

〔ⅠⅤ〕ホモーゲンに関する各種実験結果

〔り 試験片製作方法

(二A)作業方法

鉛は山形鋼を利関して太さ拇指大長さ約300～4001nnl

程度のものに こf二〔亘造してJ凱､たL=･人情ほ酸素-アセチレン

盾を使用し､吹管は#100とLた:実際の作業に当つ

ては予熱も同時に行うことになるため大なる吹管を必要

とするが､実験でほ予め炉巾に放て所定温度に予熱して

おくため､作業中の温度上昇をできるだけ防止する意味

でこのように′トさなものを使用した｡

ホモ←ゲンは媒介 尾､溶剤の種項によって作業に難

易を生ずるが､-一一般的な作業方法としてほ銅板を適当な

温喪に予熱したる後溶剤を 布し､鉛棒を人情で熔融し

て行くしノこのとき溶剤､一子熱温度が適当であれば鉛ほ

しい波形を画きながら媒介金属画になじみ進んでゆく｡

鉛の厚さは目的により加減できるが一一層の厚さほ3Tnm

程度が限界であって､それ以上厚くしたいときは冷却綾

上層盛を行う方が艮結果を得る‥ ピ【ドの幅は15～20

mnが最も良好な結果が得られる.｡ビドドの継目或い

はピードを隣接して接着して行く場合にほ､先に接着さ

れたピード址端附近に熔融溶剤が固着しているので十分

除去しなければ欠陥を発生する危険があるこ

(二B)試験片の説明

前項の如きホモトゲン作業に対する-一一止この検討を行つ

た後､接着蝿さに影響するi 因子との関係を明らかにす

るため､各種の試験片を製作した｡それらの形状を示す

と第2図の如くであるこ(A_)ほ栓熔接型試験片で引張

勇断力によって接着強度を比較するものであり､媒介金

属は栓の底並びに側面にサめ接着しておいた-.(二B)は

200×200×9t軟鋼板を企面2･5～3.Ommの厚さにホモ

トゲンしたものより採取したし このような形状にすれば

接着不完全なものほその端部が或る曲角度に Lた場合

剥離する｡(C_)も｢A)r~B二)と同様開発簡に媒介 尾

を接着したる後ホモ←ゲン接着強度に対して詳細な検討

を加えるために 用した試験片である｡(二D〕はいわゆ

る鋳込試験片であり､鉄聖せ川け二Cに予熱して鋳造し

た｡

評 論 第35巻 第9号

ぐ2ノ ホモーゲンの引弓長勢断力に及ぼす予熱

温度の影響

第2囲に示した試験片(A.)に就いて予熱i■甜斐を変化

してホモ-ゲンを行い引張勇断力を測定した.｡試験片は

各二巨熱温度毎に2本づゝとしたがその平均値をもって実

験結果を示すと第3図及び第1図の如くである=
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r,熱温度; 曲げ角度

温

100-C

15(.)=■C

2()0~■C

15⊂'

25ご

25r~

25∴

30つ

15U

※

※

70〇

130⊃良

130つ良

13()(良

130つ良

13n■良

130｢良

130⊂良

げ 試 験

膵

綺被闇仝面剥離す

鉛被層仝一面剥離す

鉛班層全面こ別離す

鉛被層全面剥離す

鉛轄屑仝面剥離す

鉛版層全面剥離す

機械加工時剥離す

機械加~t時制離す

微 少 剥 督臣 す

引張側ピンホール生ず

引張側ピンホrル生ず

引猥側ピンホ←ル生ず

良 好

良 好

引張側ビンホーール月十･F

引張側ビンホ←ル生ず

帯5図 潤 げ 試 験【i

Fig.5.Bending Test Pieces

ニの楷りさによると再剤或いは媒介金属が異る場合でも

殆ど同一一個向を云L引張専李斯力は-jl熱温度によって大き

く左右されることが知られる浴剤Aの場合230～25()~C.

Bの場合 3〔Ir)C 附近が最も良好な結黒を示している.

浴剤Aに就いては先の半田引き良好なる温度と･致して

おりi■綜剤Bでは若十高i占.L直の予熱カ､こ必要であるというこ

とになりホモーゲン巨熱洞腐紅か容剤の性質によってほゞ

丁字'妄3

Tat)1e

＼

媒介金属

媒介 金

平

溶別
＼

曲げ試験

し

田

な属

錫

試

研 笥:

Table2.Results of Bending T∈St

予熱温度

230=■C

25()∵C

300つC

350二JC

曲げ角匿

130~■良

130つ良

130⊃良

130〕良

130'良

130こ1良

130コ良

1300良

1300良

1300良

130つ良

1_30■つ良

130〇良

130つ良

1300良

1300良

1367

曲 げ 結 果 良 射一

曲 げ 結 果 良 好

曲 げ 結 果 良 好

曲 げ 結 果 良 好

曲 げ
一括

果 良 好

曲 げ 結 果 良 好

曲 げ 結 果 良 好

曲 げ 特 異 良 好

曲 げ 結 果 良 好

潤 げ 結 果 良 好

曲 げ 結 果 良 好

曲 げ 結 果 良 好

曲 げ 結 果 良 好

曲 げ 結 果 良 好

曲 げ 結 果 良 好

曲 げ 帯 果 良 ■好

定まってくるものゝ如く考えられる.｡.筒引張勢断力の高

いものゝ破断状i旭ま､接着面は剥

f▲j11られる状態を呈する_

せず鉛層のみが弓

第2熟･よ一半田引き､浴剤Aに於ける(B)聖!試験片によ

る結来を示L､第5図はその試験片の外観写真を示して

いる.この

謀め難い

にほ曲げ

験方法でほ上述の場合ほど明らかな影響は

しかし特異な点としては予熱温度が低い場合

験後その弓 張倒に 験前には見出されなかつ

たピンホrルが現われていることであり､このような点

からもーjニ熱温度の重要性がうかゞわれるり

(3)接着強さに及ぼす媒介金属､溶剤の影響

前項第3図及び第4図に於ても媒介金属､溶剤の影響

は引張勢断力の上に明瞭に現われ､媒介金尾では錫､半

円､亜鉛の順になり､浴剤ではBが著しく優れている結

■1さとなっている こゝでほ動こ再確認の意味から実際の

場合に近い曲げ試験片を用いて各種条件のホモーヂン接

膚臆さを比較した この場合のチ熱温度はい一~現しも23り

～2500C一-･云≡とした-

蘭 げ 試 験 に よ

Comparison of Adhe:iSive

｢A､二)

る 按 藩 政 さ の 比 較

Force by Bending T∈St Strength

(B~)

け 数!剥離せる数:良好なるもの

6

n

n

5

0

--

5

0

試 Ji一 致 剥離せる数;良好なるもの

12

引認

1()

11

1_1

1rI

lO

･l
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実験の結果ほこのように最適な子熱温度のもとに姶て

はいづれも良好な接着を示し､曲げ金具の角度限界130

まで大なる剥離を生じないが､試験昌一を詳細に換L微少

でも剥離しているものを区別して比較してみると第3表

r∵前頁参賂)の如くである】同義には媒介金属を用いな十

ものも比較してある:- これは酸洗後の鋼板を丁寧にワイ

ヤ←ブラッシ いほサンドペーパーで研磨した後ホモ←

ゲンを行ったものである=

以上の結果によると媒介金属/混声行剤と按虐膿さとの

闇係は怪i■料妾型試験片による均合と同 の傾向を示し､

媒介金属でほ錫､-γ田が最も安定しノており､溶剤では

SnCl竺,NH4Cl等の墟力な溶解､還元育∈を持つものを含

有したBが優れている｡更にこの浴剤はZnC12月i独の

場合よりも高温度に放ても使用可能であるから､人情か

直接触れることの多い点を考.掛こ入れ_■ゝほより安全性を

与えるものであると考えられる

又媒介金属を軌､ないでもホモーゲン可能であること

はこの実験陪架から明らかになったが､ 面処理に多大

の手数を要すると共に作業にも秘めて熟練を要し､実際

製品への採用は好まLくないと考えられるっ

(~4_)ホモーゲンの接着礁さに関する検討

種

ノ
.
＼如 々の条件のもとに於ける接着威さを栓熔

接型試験片による引張勢断力､並びに曲げ角度によって

比較したが定量的な概念をとらえ難いうらみがある.∴而

して接着偲さを論ずる場合忙は実用上からも専断力をも

ってすることが妥当のように考えられる.栓熔接埜 験

片では予熱温度低く良好な援肩をしていない場合はほゞ

努断によって破断するが､予熱温度200~C以上になる

と第占図の如き複雑な破断状態を示す.J第3図及び第4

図の結果はこのような場合もすべて含めているから､比

較実験値としては十分その目的を達しているが接着強さ

を諭ずるには不適当である二

第 4 表 ホ モ r ゲ ン の接着力

媒介金属

溶 剤

測 定

半 田 肉 上張

半

叩

錫

鉦

断 応 力
〔二kg/mm2_)

〔A)

評 論 第35巻 第9号

節6図 性格按型試験 片 の破断部

Fig.6.FracturesofPlugWeldTypeTest Pieces

かゝる点を究明するため第2図(C′)試験片を用いて実

験を行った｡ホモ←ゲン施行のための予熱温度は前項の

場合と同様である｡この引張試験に於て開発斜面からホ

モーゲン層が剥離破断すれば､この面に幼く勢断応力は

呑易に求められる｡第4表はその実験結果を示す｡No.

1は媒介金属を恥､ないで開先部に半田を肉盛したもの

であり､他ほそれぞれ所定の媒介金属を接着した後閑先

椰にホモ←ゲンを行ったものである｡破断状態で勇断と

あるほ開先斜面が剥離したもの､引張とあるは接着面に

何等異常なく試験片の中央ホモーヂン層より破断せるも

のを示すし.従ってこの場合の勢断応力とは引張破断した

ときの接着面の応力ということになり､真の接着力はこ

れよりも高い筈である.｡

Tahle4･ Adheasive Strength of=Homogen=

り㍉

破 断 状 態

｣
ナノ

川
導ノ

断 応 力

r.】くg/mm2._)
破 断 状 態

河り

~フ~ノ

lヲ･リ
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いまこの勢断応力を接着力とすると､溶剤-む町場合蘭

板と半田層とはNo･1 験片の結果から1･2lくg/mm2

の勇断力に耐え､ニト田とホモトゲン層及び鋼板と錫､錫

とホモトゲン層は0-81唱/mm㍉以上の応力に耐える接着

力を有するということがf-r与 る〉父媒介金属を亜鉛とし

た場合のホモ←ゲソ接着力は錫､半田の場合よりも小さ

い値となる_ ニれらの結果は第3図及び第4図とその傾

向を同じくしており､接着力に対して比車紳]叩確な説明

を-~Fし得たものと考えられるし

勢断破面の状況を栓熔接照 鹸十与■､抽け試験片桐ノJの

場佃こ就いて換討してみると､媒介金属に半田､錫を使

用Lたものは､媒介 とホモ←ゲンの境界とは完全iこ

小間合金を生成して-･体となり､僅かiこ鉛層に入った部

分から破断しており､亜鉛の場合ほ全く両者の境界から

破断し比較的明瞭な玉城i鍍金面の二現われているのを見る

ことが‖来る(.従って亜鉛鎖 面は∴ト田､錫に比べて鉛

とのなじみはやゝ劣るのでないかと=考えられる.

参考迄に 鹸什(D二)による半田､鉛の引張試験結一県な

示すと第5表の如くであって､第4表に放て､半田､錫

を媒介金属としたホモ←ゲン試験片が接頭での事断破壊

を起さずに鉛層での引張破断を行っている埋内ほこの､t′L･

閂と鉛との抗張力の差によるものと考えられる.-｣

r′5)ホモーゲン作業の難易に関する検討

実験結果に於ても各種条件のもとに卿ナるホモ

←ゲン作業の難易に就いて菌々に言及してきたが､実際

作業に当っては接着蝿さの良否と共に作業性或いは使Ilj

材料の経費の問題も欠くことのⅢ来ぬ事項である.〕これ

斜 5 表 鮨.込試験片によ る引鍍試験葦吉見

Tal)1e 5.■Results of TellSion Test for Castil瑚

Test Pieces

材:抗張力(二1くg/mm2_.) 仲(%~ノ

鉛

第 6 表 示モ←ゲンの化学組成

に就いて総括的な検討を加えてみたい｡

錫､-＼一三田を媒介金属とLた場合の作業性ほ著しく良好

にして鉛のなじみは谷易である､,従って溶剤も安価なA

で足り､その使用量も少くてすむ∫｡亜鉛を用いたもの-ゝ

性ほこれにくらべると劣りなじみを促進させるため

の一子熱温度､溶剤の塗布にも鰍L､の注意を必要とするこ-

又媒介金属を使用L･なくてもホモ←ゲン可能であるが､

鋼板表面の 浄作業に多大の手数と熟練を要する｡

一方媒介金属の接着に関してほ亜鉛は大なる銅板でも

簡単に をなし得て最も安価になし得るが､錫､

半田引き等ほニチ熱その他に多大の工費を要するL_｣二のよ

うな点を考えて見るとそれぞれ一一

とすべきか困 であるが実際の作

短あり､何れを~自l

に当っては亜鉛の場

合の接着癒さに肘ナる若十の欠点を考掛こ入れながら､

`抒器各部の形状を検討しい_訂しを.｢机､るか解析選択しノて

ゆくべきであると考えられる｡

1_Ⅴ′】腐蝕試験結果

鉛の硫酸･lTに放ける耐蝕性はSn,Zn,Cu等不純物の

尉こよって 石されるし〕従ってホモrゲンの耐蝕性に対

して最も影響するものに二つの場合があると考えられ

る._第一一一には媒介金属が鉛層へ浸 することによってこ

れらの不純物が増加するのではないかと考えられる点で

あり､第二にほ全くホモrゲン作 の:十､備にもとづくピ

ンホ←ル､溶渾の介在した場合である二

後者は鉛日体が腐蝕されるのではなく､欠陥部よりの

浸の液

.
ヽ
ト
一

ル什 に より銅板が直接 されるものでホモ←ゲン

容錯としては致命的なものであるし.これに対する実験と

Lて先に曲げ試験苫を採取した20t)×200×9t 板のホ

モーゲンしたものゝ周囲にパラフィンにて隔壁を設け､

62.5%硫酸溶液をその中に満し7日間浸漬試験を行って

ピンホドルの現出を求めたが､いづれの試験片に於ても

欠陥は見出されなかった｣

第d表は媒介金属に半田を川いて約2･5nmホモ←ゲ

ンした鈴層の上部より､0･3～0･35皿mづゝ上郡部伽こ試

料を採取して分析試験を行った結果である∴試料番号は

Tiil)1e6.ChemicalComposition of``Homogen"

試 料 Ⅰ)1J Zn Cu Sb,Sn Fe

99.925

99.944

99.944

99.949

99.945

99.706

99.128

0.0253

1).nn95

0.r)104

().01_On

O.0080

().0249

1).n408

0.0110

0.0120

0.0118

0.0120

0.0110

0.0120

0.011∩

0.0050

0.0050

0.0055

0.0050

0.0050

0.0062

り.0∩82

P.0190

【).014()

0.0140

0.0140

0.0140

0.0425

0.8053

Bi

P.0045

0.0045

0.0045

仇0052

0.0052

0.0045

().0045
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第 6 表 商銀試験ii~の化学組成

試 料

哩_分(撃〕

Pt)

Sn,StJ

｢
へ
じ

｢(㍉へや∴もし

〃詔

珊

瑚
-､

､.､i†一ニー~-.

99.9480

0.0059

･･●‥

･
･
･

ヾこ≠)＼､

＼＼＼ミさ
＼ ;＼

-●

l

r二~二雪率ゝ｢~1▼､】
l 】

L--一トーー
l

-

l

工~

99.923

0.024

評 論 第35巻 第9号

Table7.ChemicalComposition of Corrosion T(St Pieces

99.996

0.160

99.783

0.170

l賂したが上述の結果から特に

99.651

0.295

99.375

什565

点ほないものと考えられ

----t+一

帖･tム

l

L 使!~~~~~~~
｢~■■~▼

-
､･t

r~~~~=【~｣~

l＼＼7
■

叩Z
-

l

【
ト

他J▼

/ ク ノ イ ∫ 〟 都7

試騒巳数こ 旧)

弟7図 腐 蝕 試 験 結 果

Fig.7.R∈Sults of Corrosion T∈St

表面層からの順序につけてあるしN(〕.6～7に於てFe量

の増加しているのは銅板が僅かに一別削されたものであ

る｡この結果によると銅板附近に於てもSnの増加ほ極

めて少量である｡従って耐蝕性に対しては殆ど影弊ない

ものと考えられるが､更に検討を加えるために第7表に

示す如き予めSn含有量変化した6種の 込試 を片鹸

偏し､これよリ 40×20×6t短冊型腐蝕試験片を作製し

て実験を行った｡閤蝕試験は62.5%甘2SO430■ニCi容液｢い

に30日間浸漬して減量を測定した｡結一県は第7図に嘉す

如くである｡.

この結果によると鉛ほⅠ†2SOlと反応してⅠ)l-SOiと

なり鉛表面に被膜となって貢量の増加が起る._二それと同

時に■不純物として存在するSn,Cu等は溶解され減量の

原因となる｡この二つの嚢柄ほ不純物の含有量と相対的

な結果を示す因子である｡.しかるに鉛の 面はPbSOlの

粉状物質が附着しており素量測定の際僅かながら表面か

ら落ちて行き腐蝕試験の傾向を誤らLめる場合がある√

従って試料のそれぞれの場合に就いて厳密な比較結論を

旧すことは困難であるが､No･1～2が他に比して精々優

れた耐蝕性を示.している傾向ほ-･応見出されるようであ

る｡二の結果から第`表の鋼板に近接した部分･のSn含

有量がホモーゲン表面まで現われる如き状態になったと

しても､鉛白身の耐蝕性はあまり問題にならぬものと‥考

えられる二媒介金属に鏑､亜鉛を開いた場合の実験ほ省

る一 従ってホモーヂンの耐蝕性に関してほ媒介金属の影

響よりもむLろ作業上の不備にもとづくピンホール等の

欠陥発生を竜電視すべきであるし

【二ⅤⅠ〕結 盲

以上の実験並びに一考察の結果ホモーヂンをこ関して桝ら

かにした点を総括すると次の如くである｡

1･ホモ←ゲンの接着機構は鎖接の場合と同様に考え

ることが可能であって､鋼板へのなじみを促進する

ためには媒介金属とLての半田､錫､亜鉛等を問い

れば比較的容易に目的を達することが出

2･溶剤は媒介金属に半田､錫を用いる場合はZnC12

で十分であるが､亜鉛又ほ媒介金属を用いないでホ

モーゲンするには更にSnC12,NHIClの添加を行う

必要がある∵

3･媒介金属を接着するためにほ鋼板の末席を十分に

酸洗しなくてはならない.二.

･t･半田並びに錫を媒介金属として鋼板に接着せしむ
るにほ鋼板を23n～250■~~■Cにr熱すると良好な結濯

が得られる

ホモ←ヂン町接腐蝕優に閲しで-･般的に最も影響

十るのほナ熱温度であって230～250ごCが最適であ

り､SnC12,NHヰClを添加した浴斉UをFHいた場合は

300~C附近となる二.媒介金属でほ錫､一半田を庸いた

ものが接着亜匿優れ､亜鉛はやゝ劣る､L_かい･､一づ

れの場′含もSnC】2,NHヰClを添加したホ剤せ≠いる

ことは接着強度を増加する

6･ホモーヂンの硫酸小に押するl耐蝕性ほ､媒介金属

による餅申不純物増加の影響は無視してよ

∴ むし′〕ビンホ←ル等の欠陥発生を香要祝すべき

ものと考えられる二

終りに臨み凍研究 施に当って日立

島一件主任､製括

作所笠ノーj工場第

浜田主任､研究課城主任以下

多▲数の万利こ多大の御援助を受けたことを記して厚く感

の点を する次第であるし一
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